
テンションバランサー交換工事　　　　　　　　

　　旧電柱バンドを利用して、取付ける。

代用ﾄﾛﾘｰ

８、ﾛｯﾄﾞ・代用Tで調整する。　（吊架碍子に合わせる）

　　碍子の代用ﾄﾛﾘｰ側で取り外す。

４、滑車設備・碍子類もﾛｰﾌﾟｶﾑﾛﾝなどで下げる

５、重錘・他施設重りの枠なども外してしまう。

７、ターンバックル（吊り斜材）を取付ける。

7

3

ﾊﾞﾝﾄﾞ　吊架線

支線バンド　　　　　移動

2

・検電・接地を取る。

２、重錘の重りをユニックで吊上げる。

３、２と同時に滑車設備が下がってきたら、

代用

代用

7

5 準備作業

端碍子仮引き
（柱～代用）

６、ﾃﾝｼｮﾝﾊﾞﾗﾝｻ本体をユニックで吊り上げる

３ｔｼﾒﾗｰで決める

6

4

バネバラ取付

7 8

重垂　撤去方法

１、仮引き支線を取る。　（柱より代用部　　　まで）
踏仮 曲

施工後

ﾊﾞﾝﾄﾞ　スパン線

親鼻ＮＯ５　踏切道拡幅工事に伴う、ＡＴＴB　改良工事

親鼻＝皆野７号柱 ＡＴＴＢ交換 重垂よりバネバランサーへ様式変更

作業日　平成　２９年　３月　２日

株式会社　秩 父 建 設

皆 野 電 気 事 業 所

端碍子

端碍子

1 作業ヵ所

上り方 下り方

7 8

代用（１６m）

施工前

重垂はユニックで吊りながら撤去

重りを吊上げると滑車設備がさがる。

５、弛みが入ったら碍子部で取外す。

滑車設備をロープカムロンで下ろす。

重り枠も続けて取り外す。

バネバラを吊り上げる。　６へ

1、取外した重垂を片付ける。（来期使用予定）

２、全員で２重チェックを行う。

　　手作りﾖｰｸ・ﾃﾝｼｮﾝﾒｰﾀｰを使用。

　　３ｔシメラーで決める。　（８００ｋｇｆに調整）

９、決まったら仮引きﾜｲﾔｰを取り外す。

1

・停電　　　　：　２４時　１０分

・線路閉鎖　：　２３時　３３分　

1 ０、支線（電車線）のバンド移動・7/4を調整する。

1

・作業員　６人　（皆電６）

・集合　　　　：　２３時　００分

重り枠ﾊﾞﾝﾄﾞ　撤去
足場ﾊﾞﾝﾄﾞ　　撤去
重り枠ﾊﾞﾝﾄﾞ　撤去

支線部へH金具ｽﾄﾗｯﾌﾟ挿入して調整

作業後撤去

ﾊﾞﾈﾊﾞﾗ+（ﾛｯﾄﾞ）+碍子+Ｒ１０００+碍子+（代用）で調整

三角ヨークバンド　新設
重垂バンド（太）　　流用

ﾊﾞﾝﾄﾞ　ビーム

ﾊﾞﾝﾄﾞ　支線

ﾊﾞﾝﾄﾞ　ﾀﾝﾊﾟﾛｯﾄﾞ　新設

吊架線の案配を見ながら
どちらかで調整する

ﾛｯﾄﾞ

支線ﾊﾞﾝﾄﾞ　　移動
重垂ﾊﾞﾝﾄﾞ　　撤去

ＢＳ９０ロット

吊架線の碍子位置に合わせて
ロッド　と　BS９０　で調整する

３ｔｼﾒﾗｰで仮引き

８００ｋｇｆ
増設　（ﾃﾝｼｮﾝﾊﾞﾗﾝｻ、　ﾀﾝﾊﾟﾛｯド、　三角ﾖｰｸ、　ﾊﾞﾝﾄﾞ）　

重錘

バネバランサー

重錘

ﾃﾝｼｮﾝﾊﾞﾗﾝｻ

重錘
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テンションバランサー交換工事　　　　　　　　

＋

150㎜

680㎜

350 350

350 350 150㎜

530

Aの長さ　無負荷時　　0 ㎜

830㎜

530㎜

ﾊﾞﾗﾝｻ内側長と金物150㎜

350

350

350

作業日　平成　２９年　３月　２日

Aの長さ　30°Cで　380 ㎜

通常　15°Cの時　0　㎜　になるという事らしい？

350

350

350

株式会社　秩 父 建 設

皆 野 電 気 事 業 所
親鼻＝皆野７号柱 ＡＴＴＢ交換

社名 三和テッキ株式会社
重垂よりバネバランサーへ様式変更

Aの長さ　 0°Cで　680 ㎜

名称
種類
標準張力
ストローク
製造番号

テンションバランサー（新型ばね）
NS８０-３
７．８４　「８００」　KN (kgf)

1460㎜
製造年月日 ２０１７－０－２

Aの長さ　15°Cで　530 ㎜

１m

１m

7本間（ﾄﾞﾛ×３）

950~1000㎜

１m

７２０㎜
A１９５３５

250 1850㎜ A 150 ﾛｯﾄﾞ600

170㎜

特工具T

重垂

支え

足場

支え

支え

ロッドｽﾃｰ

支線（吊）

吊架線

支線（電）

支線（電）

ビーム

ｽﾊﾟﾝ線

重垂

親鼻ＮＯ５　踏切道拡幅工事に伴う、ＡＴＴB　改良工事

三角金物

三角金物

１６m

ﾃﾝｼｮﾝﾊﾞﾗﾝｻ

150 ㎜

150 ㎜
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